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店飾外時間分解分光法によるヒト骨
格筋酸素動態の定量的測定の試み
○井上茂，勝村俊仁，浜岡隆文，西尾進也，
長田卓也，佐古隆之，樋口博之，江崎和希，
下光輝一（衛生学・公衆衛生学）
【目的】本研究は、水中において骨格筋内血液・酸
素動態測定の可能性を検討することを目的とし、基
礎的な研究を行った。
【方法】対象者は、健康成人男性6名（平均年齢30
±1歳）である。被検者は、駆血帯を上腕に装着し、
座位安静で上肢を垂直に下げた状態で前腕の浅
指屈筋に近赤外分光測定装置（オムロン社製
HEO100）のプn・一ブを装着し、筋内酸素化レベル
および血液量の変化を測定した。測定手順として、
まず、空気中（23℃）で5分間安静後、カブ圧
300mmHgで10分間、動脈血流遮断を行った。そ
の後、駆血を開放し回復動態を10分間観察した。
次に、連続して水先の中（30QC）に上腕部のみを浸
し！0分間安静後、空気中と同様な手順で測定を行
った。また、近赤外分光法による測定は、筋内酸素
化レベルの絶対値が算出できないため、空気中安
静時の酸素化レベルを100％、動脈血流遮断によ
り得られた最低値を0％とし、水中の筋酸素化レベ
ルをその相対的変化で評価した。
【結果および考察】安静時の筋内酸素化レベルは、
空気中同様水中においても安定して測定できた。
動脈血流遮断初期の三内酸素化レベルの変化率
は、空気中18．2±4．7％／min、水中17．2±2．3％
／minと同様な低下傾向がみられ、両条件ともほぼ7
分時に最低値を示した。また、筋酸素化レベルの
最低値は、空気中を！00％とすると水中では108．5
±24．9％と個人間において多少ばらつきがみられ
たが、有意な差ではなかった。本来近赤外分光法
のよる測定は、測定部位とプローブの間に水が侵
入した場合、光の吸収が大きくなり、測定値が安定
しない可能性も考えられた。しかし、今回の空気中
及び水中の2条件において、筋肉酸素化レベルに
は差が見られなかったことより、近赤外分光法は、
水中の筋酸素動態の測定にも応用が可能であるこ
とが確認された。
【はじめに】連続光を用いた近赤外分光法
（NlRcws）は組織酸素動態を局所的，非侵襲的，
連続的に測定可能で，基礎研究，臨床医学に応
用されている．しかし，測定値が組織内ヘモグ
ロビン濃度（Hb）の変化量の相対値のため，組織
内酸素飽和度（Std2）の算出ができない．一方、
近年開発された近赤外時間分解分光法（NIRTRS）
は，Hbの絶対値およびSto2の測定が可能であ
る．NIRTRsによる測定は主にin　vitroで評価され
ているが，in　vivoへの応用に関する報告は極め
て少ない．　【目的】NIRTRSを用いてヒト骨格
筋酸素動態の定量的測定を試みた．　【方法】対
象は健常男性6名（26－31才）．NIRTRSを用いて、
8分間の動脈阻血中，および3分間のグリップ運
動中（最大随意収縮力の20％，2秒に1回）の
前腕浅指屈筋の酸素動態｛組織内酸素化ヘモグ
ロビン濃度（HbO2），組織内浦ヘモグロビン
濃度（tHb），Sto2｝を測定した。　【結果】安
静時HbO2，　tH　b，　StO2（mean±SD）はそれ
ぞれ0．0842±0．0030m　M，0．1353±0．0054m　M，
62．3±2．5％であった．同様に，動脈掛入8分目
は0．0297±O，0096mM、　O．1352±O．0050m　M，
22．1±7．3％，運動3分目は0．0607±O．0093　m　M、
0．1528±0．0071mM，39．7±5．7％であった．
運動中および動脈阻血開放後には10－20％程度
のtHbの増加が認められた．　Hbの変動パターン
は，これまで我々が検討してきたNIRcwsのデー
タに一致した．　【結論】NIRTRSにより，ヒト，
in　vivoの骨格筋酸素動態の定量的測定を試み，
安定したデータが得られた．本法はHbの絶対
値の測定が可能な点で画期的で，様々な分野へ
の応用が期待できる．
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